
『
華
厳
経
』

に
於
け
る
如
来

の
三
業

に
つ
い
て

(
二
)
(
中

村
)

『
華
厳
経
』
に
於

け
る
如
来

の
三
業

に

っ
い
て

(二
)

中

村

薫

前
回
、

如
来
の
三
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
当
り
、
特
に

「如
来
と

衆
生
」
と
の
問
題
を
、
唯

一
ど
無
量
ど
の
関
係
性
に
於

い
て
明
ら
か
に

せ
ん
ど
試

み
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
所
以
は
、
信
の
直
接
な
る
対
象
と
し

て
見
出
さ
れ
た
如
来
の
三
業
も
、
如
来
の
三
業
ど
限
定
し
た
時
、

そ
こ

に
、

一
体
、
機
根
の
異
な
る
衆
生
に
対
し
て
、
具
体
的
に
如
何
な
る
働

き
を
有
す

る
の
か
ど
い
つ
た
問
題
が
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
、
斯
か
る
課
題
を
踏
ま
え
つ

つ
、
更

に
具
ハ体
的

に

『
経
典
』

に
説
か
れ
て
ぃ
る
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

い
く
ご
ど
ど
す
る
。

『
如
来

の
身
業

』

「
如
来
名
号
品
」
を
観
て
み
る
ど
、
先
ず
文
殊
菩
薩
の
来
会
に
つ
ぃ

て
説
い
て
い
る
。

「爾
時
世
尊
。
知
二諸
菩
薩
心
之
所
念
鱒

即
如
二其
像
一現
二神
通
力
叩

現
二

神
カ
一已
。
東
方
過
ゴ
十
仏
刹
微
塵
数
国
幻

有
二世
界
一名
二金
色
幻

仏
号
二不

動
智
殉

有
二菩
薩
一字
二文
殊
師
利
殉

与
二十
仏
土
塵
数
菩
薩
田
来
二詣
仏
所
一

恭
敬
供
養
頭
面
礼
レ足
。
即
於
二東
方
刈

化
二作
蓮
華
蔵
師
子
之
座
殉

結
珈

(
1
)

鉄
坐
。
」

文
殊
は
、
東
方
金
色
世
界
の
不
動
智
仏
の
天
よ
り
来
会
し
た
ど
説
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
経
典
』
は
更

に
他
の
九
方
に
於
け
る
菩
薩

の

来
会

の
有
様
に
つ
い
て
説
示
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
列
挙
す
れ
ば

左
記
の
如
く
で
あ
る
。

(
1
)
覚首

・
南
方
楽
色
世
界

の
大
智
仏
の
天
よ
り
。

(
2
)
財首

・
西
方
華
色
世
界
の
習
智
仏
の
天

よ
り
。

(
3
)
 
宝
首
北
方
蔭
萄
華
色
世
界

の
行
智
仏
の
天
よ
り
。

(
4
)
徳首

・
東
北
方
青
蓮
華
色
世
界
の
明
智
仏
の
天
よ
り
。

(
5
)目
首

・
東
南
方
金
色
世
界
の
究
寛
智
仏

の
天
よ
り
。

(
6
)進
首

・
西
南
方
宝
色
世
界
の
上
智
仏
の
天
よ
り
。

(
7
)法
首

・
西
北
方
金
剛
色
世
界
の
自
在
智
仏
の
天
よ
り
。

(
8
)智
首

・
下
方
放
潔
色
世
界
の
梵
智
仏
の
天
よ
り
。

(
9
)賢
首

・
上
方
如
実
色
世
界
の
伏
怨
智
仏

の
天
よ
り
。

こ
の
こ
ど
は
法
蔵
が
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「
世
界

同
名
レ
色
者
表
二
信
位
法
相
鹿

顕
著

一故
。

仏
同
名
レ
智
者

表
下
信
中

最

(2
)

初
始
覚
従
二
本
覚

一起
上
故
。

菩
薩
同
名
レ
首
能
表
二
信
是
因
初

一故
。
」

ど
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
世
界
が
色
の
名
を
以

つ
て
仏
が
智
の
名
を
以

つ
て
説

か
れ
て
い
る
ご
ど
は
、
信
位
の
法
相
が
粗
大
に
し
て
顕
著
で
あ

り
、
ま

た
信
中
の
初
め
の
始
覚
が
本
覚
よ
り
生
起
す
る
ご
ど
を
表
わ
さ

ん
が
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
に
説
主
文
殊
菩
薩
の
浄
信
を
説
く
真
実
の
意

味
を
伺

う
ご
ど
が
で
き
る
。
又
、
文
殊
菩
薩
ど
ど
も
に
来
会
し
た
他
の

諸
菩
薩

の
名
に
も

「
首
」
の
字
を
持

つ
て
い
る
ご
ど
か
ら
も
、
信
が
菩

薩
道
の
始

め
で
あ
り
、
因
で
あ
る
ご
と
を
意
味
し
て
い
る
ど
い
う
ご
ど

が
教
え
ら
れ
る
。

そ
し

て
、
更
に

『
経
典
』
は

「是
時
文
殊
師
利
菩
薩
。
承
二仏
神
力
殉

観
二察
大
衆
殉

歎
日
快
哉
。
今
菩

薩
会
為
二未
会
有
↓

諸
仏
子
。
当
レ知
仏
刹
不
可
思
議
。
仏
住
。
仏
国
。
仏

法
。
仏
刹
清
浄
。
仏
説
法
。
仏
出
世
。
仏
刹
起
。
諸
仏
阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩

提
。
皆
不
可
思
議
。
何
以
故
。
十
方
諸
仏
説
法
。
知
二彼
心
行
一随
化
-一衆
生
殉

与
二虚
空
法
界
一等
。
何
以
故
。
此
娑
婆
世
界
中
。
諸
四
天
下
教
二化
一
切
一種

種
身
。
種
種
名
。
処
所
形
色
長
短
寿
命
。
諸
得
Q
諸
入
。
諸
根
。
生
処
。
業

報
。
如
レ是
種
種
不
同
。
衆
生
所
見
亦
異
。
何
以
故
。
諸
仏
子
。
此
四
天
下

仏
号
.
 
不
同
。
或
称
二悉
達
り

或
称
二満
月
殉

或
称
二師
子
吼
殉

或
称
二釈
迦

牟
尼
鱒

或
称
二神
仙
刈

或
称
二盧
舎
那
幻

或
称
二擢
曇
↓

或
称
二大
沙
門
↓

 
ヨ
 

或
称
二最
勝
殉

或
称
二能
度
殉

如
レ是
等
称
レ
仏
名
号
其
数

二
萬
。」

と
説
き
、

更
に
そ
れ
ぞ
れ
十
方
の
四
天
下
に
百
億
万
の
名
号
が
あ
る
と

説
く
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
無
量
の
仏
号
を
し
て
、
文
殊
菩
薩
に
よ
つ
て
正
し
く

法
を
説
か
せ
し
め
て
い
る
ご
と
は
、
文
殊
菩
薩

の
智
慧
は
仏
と
同
等
に

し
て
、
そ
の
相
好
も
ま
た
仏
と
異
な
る
ご
と
が
な
ぃ
ご
ど
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

法
蔵
も

「初
中
何
故
問
レ
仏
文
殊
答
者
。
以
三即
同
二仏
慧

一故
。
吉
祥
妙
慧
達
二土
海
一

ぞ
 

故
。
増
二諸
菩
薩
踊
悦
心
一故
。」

ど
、
仏
が
問
い
、
文
殊
菩
薩
の
答
え
る
所
以
に

つ
い
て
三
義
述
べ
て
い

る
。こ

の
様
に
文
殊
菩
薩
が
最
初
に
信
の
対
象
と
し
て
仏
名
不
同
に
つ
い

て
説
く
ご
と
は
、
仏
徳
無
量
ど
い
う
ご
と
を
説

く
ご
ど
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
つ
て
更
に
唯

一
無
量
の
意
味
を
強
調
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
(
こ

の
点
に
関
し
て
は
拙
稿

「華
厳
経
に
於
け
る
如
来
の
三
業
に
つ
い
て
」
(
二
)・

印
仏
研
28
p巻
1
号
に
詳
説
せ
り
。
)

故
に
文
殊
菩
薩
が
無
量
な
る
仏
名
を
説
く
所
以
は
、
四
天
下
の
各

々

の
世
界
に
各

々
無
具里
な
る
衆
生
が
い
る
た
め
、

そ
の
無
量
な
る
世
界
に

於

い
て
仏

の
名
も
ま
た
無
量
で
あ
る
と
い
う

ご
ど
を
指
し
示
す
た
め
で

あ
る
。
そ
し
て
、
仏
名
の
異
な
つ
た
例
か
ら
説

き
始

め
る

ご
ど
に
よ

り
、
更
に
仏
徳
無
量
な
る
ご
ど
を
顕
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
、
仏
名
の
異
な
つ
た
例
か
ら
説

き
始
め
て
仏
徳
無
量
な

る
ご
ど
を
説
く

ご
ど
は
、
そ
の
ま
ま
仏
徳
讃
嘆

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ

『
華
厳
経
』

に
於
け
る
如
来

の
三
業

に

つ
い

て

(
二
)

(
中

村
)
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『
華
厳
経
』

に
於
け
る
如
来

の
三
業

に
つ
い
て

(
二
)
(
中

村
)

て
仏

名

そ

れ
自

身

が

如
何

な

る
意

味

を
持

つ
て

ぃ
る

か

を

教

え

て

い
る

ご
ど

に

な

る
。

そ

れ

は

『
経

典

』

に

「
是
皆
如
来
為
二
菩
薩

一時
。

有
二
因
縁

一者
レ
為

度
レ
此
レ
故
。

種

種

方
便
。

口

(5
)

業
音
声
行
業
果
報
。
法
門
権
道
議
根
所
楽
。
令
三諸
衆
生
知
二如
来
法
ご

ど
説
か

れ
て
あ
る
ご
と
に
よ
り
明
ら
か
ど
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
さ

し
く
、
如
来
が
ま
だ
菩
薩

で
あ
つ
た
時
、

縁
の
あ
る
諸
々
の
衆

生
を
済
度
す
る
た
め
に
、
種
々
な
る
権
方
便
を
以

つ
て
如
来
自
身
の
覚

つ
た
法
を
知
ら
せ
よ
う
ど
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

我

々
は
こ
の
様
な
仏
名
無
量
を
説
い
て
ぃ
る

『
経
典
』
に
対
し
、
理

解
し
…難

い

一
種
の
驚
き
を
持

つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

『
経
典
』

の
意
図
す
る
ど
ご
ろ
は
、
何
も
我

々
を
驚
嘆
さ
せ
る
ご
ど
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
我

々
は
む
し
ろ
仏
名
無
量
で
あ
る
ご
ど
に
よ
り
、
自
身
に
最

も
適
し
た
仏
名
を
選
択
す
る
ご
ど
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
何
故
か
ど
い

え
ば
、
そ
の
仏
名
は
我

々
自
身
を
救
済
す
べ
き
唯

一
無
量
な
る
仏
徳
で

あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
、
信
の
対
象
ど
し
て
仏
名
無
量
を
説
く
ご
ど
が
第
二
会

「
普
光
法
堂
会
」
に
於
け
る
第

一
の
説
法
(如
来
名
号
品
)
ど
な
る
の
で

あ
る
。

『
如
来

の
口
業
』

次
に
如
来
の
名
号
の
唯

一
無
量
な
る
ご
ど
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ

れ
た
も
の
が
、
初
転
法
(輪
ど
し
て
の
四
諦
の
法
(
四
諦
品
)
で
あ
る
。

然
し
て
、
法
蔵
が

(6
)

「此
品
非
三是
解
二四
諦
義
殉

但
明
二四
諦
名
字
不
同
一故
名
二四
諦
品
こ

ど
述
べ
て
い
る
が
如
く
、

こ
ご
で
は
四
諦
の
個

々

(菩

・
集

・
滅

・
道
)

の
意
味
を
詳
説
し
て
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、

た
だ
四
諦
の
名
字
不
同

な
る
ご
ど
を
示
し
て
、
四
諦
の
名
称
の
無
量
な
る
ご
と
を
強
調
せ
ん
ど

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
経
典
』
で
は
、
四
諦
の
名
字
不
同
な
る
ご
ど
を
説
き
、
そ
の
最
後

の
部
分
で

「諸
仏
子
。
如
三此
娑
婆
世
界
及
十
方
仏
刹
説
二四
諦
名
殉

如
レ是
東
方
百
千

億
不
可
量
不
可
数
不
可
思
議
不
可
称
無
等
無
辺
無
分
斎
不
可
説
虚
空
法
界
等

一
切
世
界
中
。
説
二四
諦
名
殉

各
有
二四
十
億
百
千
那
由
他
幻

随
三
諸
衆
生

(7
)

所
レ応
二調
伏
一作
二如
レ是
説
殉

南
西
北
方
四
維
上
下
亦
復
如
レ是
」

ど
説

い
て
い
る
。

こ
れ
は

一
切
世
界
の
機
類
が
不
同
で
あ
る
か
ら
、
四
諦
の
名
称
も
必

然
的
に
不
同
ど
な
る
ど
ぃ
う
ご
ど
を
説
い
た
も

の
で
あ
る
。

法
蔵
は

二

為
レ釈
二成
前
品
末
権
道
之
義
幻

二
依
二前
身
業
一次
弁
二
語
業
一故
也
。

三
前
明
二能
説
之
人
名
字
不
同
↓

此
明
二所
説
之
法
名
字
不
同
一故
来
也
。
四

答
二前
間
中
仏
説
法
問
一故
。
五
為
レ釈
下成
前
機
所
二印
成
一差
別
法
中
権
教
異

(
8
)

相
上故
次
来
也
。」

ど
、
如
来
名
号
品
に
次
ぃ
で
四
諦
品
の
説
か
れ
る
べ
き
来
意
に
つ
い
て
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五
義
を
以
つ
て
明
か
し
て
ぃ
る
。
即
ち
、
総
じ
て
能
説

の
人
の
名
字
不

同
な
る

ご
ど
に
よ
つ
て
所
信
の
法
も
ま
た
不
同
で
あ
る
ど
ぃ
う
説
き
方

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら

『
経
曲
ハ』
に

(9
)

「随
三諸
衆
生
所
レ応
二調
伏
一作
二如
レ是
説
こ

ど
あ
る
が
如
く
、
身

・
口

・
意
業
を
衆
生
の
…機
に
応
じ
て
調
和
し
、
諸

々
の
悪
行
を
制
伏
し
除
滅
せ
し
め
る
ご
ど
が
主
眼
で
あ
り
、
従

つ
て
四

諦
の
名

が
如
何
に
異
な
つ
て
も
四
諦
そ
の
も
の
の
根
本
的
意
味
に
変
わ

り
は
な

ぃ
の
で
あ
る
。

な
の
に
何
故
た
だ
四
諦
の
差
別
の
み
を
顕
わ
す
の
か
ど
い
う
ど
、
法

蔵
が
、「又

何
故
唯
顕
一一四
諦
差
別
叩

謂
是
権
教
差
別
易
レ
知
故
。
又
為
レ
寄
二顕
法

(
1
0
)

故
。」

ど
指
摘

し
て
い
る
が
如
く
、
権
教

(
こ
の
場
合
、
大
乗
に
入
る
一
手
段
ど
し

て
の
仏
道
で
、
一
乗
真
実
で
な
い
仮
の
教
え
)
の
差
別
は
知
り
易

い
た
め
で

あ
り
、

又
、
法
を
寄
顕
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
四
諦
の
名
の

無
量
な
る
ご
ど
は
、
信
の
対
象
た
る
如
来
の
法
の
徳
の
無
量
な
る
ご
ど

を
顕
わ
す
ご
ど
に
な
る
。

ま
た
、
文
殊
菩
薩
に
よ
つ
て
先
ず

「
四
諦
品
」
が
説
か
れ
た
こ
ど
に

つ
い
て
、
法
蔵
は

「
何
故
文
殊
説
者
。
明
三妙
慧
善
達
二実
諦
義
一故
。」

ど
述
べ
て
ぃ
る
。

特

殊
的

な
無

量

の
名

を
説

き

示

す

ご
ど

に

よ

つ
て
、

そ

れ

が

同
時

に

普

遍

的

な

る
も

の
を

知

る

ご
ど

と

な

り
、

而

も

同
時

に
無

量

な

る

衆

生

に
応

ず

る

も

の

ど
も

な

る

の

で

あ

る
。

斯

く

の
如

く
、

妙

慧

が
善

く

実

諦

の
義

に
達

す

る

ど

ぃ
う

ご
ど

は
、

結

局

仏
教

の
根

本

が

四
諦

と

い
う

ご
ど

で
顕

わ
さ

れ

て

い
る

ご
ど

を

説

き

示

し

て

い

る

ど
も

い

え

る
。

1

六
十
華
厳
巻

四

「
如
来

名
号
品
」
第
三

(
大

正
9

・
佃

・
b
)
。

2

探
玄
記
巻
第

四

(
大

正
35

・
瑚

・
c
)
。

3

六
十
華
厳
巻

四

「
如
来

名
号
品
」
第
三

(
大
正
9

・
靭

・
a
)
。

4

探
玄
記
巻
第

四

(
大

正
35

・
蜘

・
a
)
。

5

六
十
華
厳
巻

四

「
如
来

名
号
品
」
第

三

(
大

正
9

・
伽

・
b
)
。

6

探
玄
記
巻
第

四

(
大

正
35

・
皿

・
b
)
。

7

六
十
華
厳
巻

五

「
四
諦

品
」

第
四
之
二

(大

正
9

・
栩

・
b
)
。

8

探
玄
記
巻
第

四

(
大

正
35

・
皿

・
b
)
。

9

前
掲

7
に
同

じ
。

憩

探
玄
記
巻
第

四

(
大

正
35

・
狐

・
c
)
。

11

前
掲

憩
に
同

じ
。

(
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
)

『
華
厳
経
』

に
於
け

る
如
来

の
三
業
に

つ
い
て

(
二
)

(
中

村
)
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